
湯あかとカビを一網打尽！ 浴室掃除 10 の術② 
 

＊温＆冷シャワーでカビを生やさない 
 最後にお風呂を使った人があがる前に、壁や天井に熱い
→冷たいの順でシャワーをかけておく。そのあと換気扇を

回すか、２時間ほど窓を開けておいて、湿気を飛ばすのも

忘れずに。この数秒の冷たいシャワーで室内の温度が下が

り、カビの発生がおさえられるのだ。 
 

＊洗面台の汚れは歯みがき粉で 
 洗面台のしつこい汚れは、スポンジに歯みがき粉をつけ
てこすると、すっきり落ちる。蛇口の付け根などの細かい

ところは、古歯ブラシを使うとよい。蛇口のメッキから出

たサビにも歯みがき粉は効果的。洗面台をピカピカにする

コツは、こまめに掃除すること。まずは市販の浴室用洗剤

で定期的に磨きたい。 
 
＊クレンザーはシャンプーでなめらかにして使う 
 浴槽の気になる黒ズミはクレンザーを使う。シャンプー

を加えなめらかにすればキズの心配もない。 

 
＊洗面器の湯あかには使用済みのテレホンカードを 
 洗面器の湯あかは、使用済みのテレホンカードでこぞぎ
取ってみよう。適度な固さで面白いように汚れが取れる。 
 
＊タイルのヒビは専用シールで 
 おしゃれに隠してしまう 
 タイルのヒビを発見したら、
タイル用ビニールシールをヘ

ラを使って空気を押し出しな

がらはりつける。ヒビ部分だけ

でなく、何カ所か貼れば、おし

ゃれに見えて効果的！ 

 
  

◆◆◆しょうゆにだし昆布を入れてコクを出す◆◆◆ 
ちょっとした工夫でいつものしょうゆが風味豊かになります。それは、しょうゆ差しにだし昆布を入れてお
くだけ。昆布はかたく絞った濡布巾で拭いてから、だしがよく出るように細かい切り込みを入れて適当な大き
さに切っておけばいのです。しょうゆを入れ替えるたびに、昆布も新しいものに替えましょう。 
 入れておいた昆布は捨てずに、しょうゆがしみ込んだままの状態で料理に使ってみてください。 

 

湯あかとカビを一網打尽！ 浴室掃除 10 の術① 
 

＊お風呂の道具はまとめ洗いで手間をはぶく 

 洗面器やブラシを一つひとつ洗うと手間がかかるし、水

道代もバカにならない。それなら、浴槽の残り湯に風呂用

漂白剤を入れて一晩つけ置こう。翌日すすげば汚れはスル

リと落ち、浴槽の湯あかも落としやすくなり、一石二鳥だ。 
 

＊バスタブのひどい汚れはサンドペーパーで 

 落ちにくい白っぽい汚れや茶色っぽい汚れには、水と手
洗い用の固形石けんをつけてから、耐水性のサンドペーパ

ーで軽くこすると効果的。サンドペーパーは、一番目の細

かいものを使うとキズの心配もない。 

 
＊鏡のくもり止めにはジャガイモを 

 ジャガイモの切り口を円を描くようにこすりつけ、から

ぶきをすると、鏡にデンプン質の膜がはられてくもらなく

なる。皮でも代用ＯＫ。調理で皮をむいたら、ついでにサ

サッと掃除をするクセをつけてしまうとよい。 

 
＊カビ予防にはロウが効果的 

 タイルばりの浴室には、目地にロウを塗っておくとカビ
予防できる。ロウの膜によってはっ水性が得られ、湿気に

くくなるためだ。ただし、ロウを塗るのは浴室の壁が乾い

ているときに限る。すでにカビが生えている場合には、カ

ビ取り剤を使ってきちんと落としてから行うこと。これ

で、次回からの掃除がグンとラクになる。 
 
＊シャワーヘッドのつまりはマチ針で解消 

 シャワーヘッドのつまりは、水に含

まれるカルシウム分によるもの。そん

なときは、マチ針で穴を通すだけです

っきり解消できる。 

 

  

INOS Monthly 

『［絵解き］暮らしの知恵袋』『達人おばあちゃんの家事術』（ＰＨＰ研究所）より 
『［絵解き］暮らしの知恵袋』からのお役立ち情報、次号もお楽しみに！ 
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